
日頃より杉並区のまちづくりにご理解とご協力

皆さま方がお住まいの地域について、平成２２

くり協議会」から「まちづくり構想」が杉並区

方のルールや用途地域の見直し等が提案されています

これを受けて杉並区では、まちの将来像を示

区計画）の導入と用途地域の変更について検討

平成24年11～12月に地区内にお住いの

づくりのルール（地区計画）の検討のためのアンケート

とまりましたのでご報告します（２～４頁参照

杉並区では、アンケート調査結果を参考に、

まいります。

今後も、このまちづくり通信を通して、まちづくりの

http://www.city.suginami.tokyo.jp/

アンケート調査へのご協力

玉川上水・放５周辺

まちづくり通信

杉並区都市整備部まちづくり推進課地区計画係
〒166-8570 東京都杉並区阿佐谷南１－１５－１
電話 ０３－３３１２－２１１１（代表）

問合せ先

４．大規模敷地地区について

問 4-1 大規模敷地地区のまちが、将来どのようなまちになることが望ましいと思いますか。

問 4-2 問 4-1 の望ましいまちを実現させるためには、大規模敷地地区にどのようなまちの
ルールが必要だと思いますか。

調査期間 平成24年11月 30

調査対象 地区内にお住いの方、

実施方法 地区内居住者；現地投函

配布数 2,260 部（地区内；1,8

回収数 526部

その他にも自由記述欄等ではたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。

玉川上水・放５周辺

まちづくり通信

調査範囲

アンケート調査概要

周辺住宅地区

205(39.0％)

224(42.6％)

237(45.1％)

314(59.7％)

16(3.0％)

15(2.9％)

403(76.6％)

242(46.0％)

219(41.6％)

332(63.1％)

247(47.0％)

17(3.2％)

15(2.9％)

４

（件）

（件）

震災時に建物の倒壊や火災の広がりが
起きにくい、災害に強いまち

生活に必要な道路整備が行われ、交通事故の
少ない安全なまち

まちなみの調和が取れた美しい景観に
配慮されたまち

みどり豊かで公共的な空間のゆとりがあるまち

その他

無回答

問 5-1 土地・建物の所有状況について 問 5-2 所有している建物について

その他：・若者を増やし、活性化させ、コミュニティがあるまち

・静かな住環境が将来も守られるまち

火災に強い建物にするよう、耐火性の高い建物とする。

建物の敷地が狭くなりすぎないよう、適切な敷地の
最低限度を定める。

建物の色彩の配慮や派手な看板を出さないなどの
ルールを定める。

その他

大規模敷地の周囲の道路沿いには歩行者用のスペースや
緑地のスペースを確保する。

生垣などの連続した緑化の専用スペースを道路沿いに確保する。

無回答

その他：・大規模商業施設の出店を制限する

・通過交通が入ってこない交通ルールや交通制限を設ける

土地・建物ともに自己所有
（区分所有や共有を含みます）

361 件
68.6％

土地・建物は
持っていない
124 件
23.6％

建物のみ所有
（土地を借りている）
15件
2.9％

土地のみ所有
（土地を貸している）

4件
0.8％

土地のみ所有（駐車場な
どに自己活用している）

8件
1.5％

無回答
14 件
2.7％

５．回答者の属性について

住宅（共同住宅を含む）と
店舗・事務所等の併用建物

24 件
4.6％

店舗・事務所等
のみの建物
5件
1.0％

その他
6件
1.1％

無回答
13件
2.5％

戸建住宅
279 件
53.0％

共同住宅
198 件
37.6％

協力いただきありがとうございます。

２２年７月に「玉川上水・放５周辺（久我山地区）まちづ

杉並区に提案されました。「まちづくり構想」では、建物の建て

されています。

示すまちづくりの計画を策定し、まちづくりのルール（地

検討したいと考えております。

方や地区内に土地・建物をお持ちの方を対象として、まち

のためのアンケート調査を実施しました。このたび、集計結果がま

頁参照）。

、当地域のまちづくりの計画の策定について検討を進めて

まちづくりの進捗状況をお伝えしていきます。

まちづくり構想は杉並区公式ホームページでご覧いただけます。

＞区政資料＞計画＞まちづくり・住宅＞放射５号線周辺まちづくり

協力、ありがとうございました！

発行日 ：平成 25年３月

発行 ：杉並区都市整備部
まちづくり推進課

編集協力：㈱首都圏総合計画研究所

周辺

30日（金）～12 月14日（金）

、地区内に土地・建物をお持ちの方

現地投函、郵送回収 地区外居住者；郵送配布、郵送回収

1,897部、地区外；363部）

回収率 23.3％

No.１
周辺

No.１

大規模敷地地区

放射５号線沿道地区

周辺住宅地区

周辺住宅地区 １



問 1 地域のまちづくりの目標について、どのようにお考えですか。

問2-2 問 2-1の望ましいまちの将来像を実現させるためには、
今後、どのようなまちづくりのルール（土地の利用や
建替え時等のルール）が必要だと思いますか。

問 3-1 周辺住宅地区のまちが、将来どのようなまちになる
ことが望ましいと思いますか。

問 3-2 問
ようなまちづくりのルールが

問 2-3

１．まちづくりの目標について

アンケート調査結果のご報告（有効回答数５２６） ※詳細な内容

問 2-1 放射５号線沿道地区が、将来どのようなまちになることが
望ましいと思いますか。

３．周辺住宅地区について

318(60.5％)

150(28.5％)

283(53.8％)

85(16.2％)

145(27.6％)

26(4.9％)

9(1.7％)

98(18.6％)

104(19.8％)

356(67.7％)

214(40.7％)

189(35.9％)

168(31.9％)

259(49.2％)

390(74.1％)

24(4.6％)

13(2.5％)

164(31.2％)

181(34.4％)

132(25.1％)

146(27.8％)

265(50.4％)
118(22.4％)

10(1.9％)

13(2.5％)

震災時に建物の倒壊や火災の広がりが
起きにくい、災害に強いまち

生活道路の整備が行われ、交
通事故の少ない安全なまち

まちなみの調和が取れた景観
に配慮されたまち

みどり豊かで静かなまち

多世代に渡って住み続けられるまち

その他

無回答

ゆとりある低層の住環境
が整っているまち

２

２．放射５号線沿道地区について

（件）

交通の利便性と安全性が
高いまち

日頃の買物の利便性が

高いまち

その他

景観が整った美しいまち

無回答

みどりが豊かなまち

防災・防犯の面で安全で
安心なまち

（件）

地区の主要な道路
車両が通行できる

建物

火災

道路から

生垣などの

将来の建替

倒壊の危険を防

放射５号線が整備され、交通の便がよく、にぎわい
と活気があるまち

震災時に建物の倒壊や火災の広がりが起きにくい、
災害に強いまち

まちなみの調和が取れた景観に配慮されたまち

みどり豊かな潤いのあるまち

交通安全や防犯に優れた安全性の高いまち

その他

無回答

82(15.6％)

193(36.7％)

168(31.9％)

305(58％)

283(44.3％)

18(3.4％)

6(1.1％)

（件）

突出した高さの建物が建たないよう、
建物の最高高さの制限を定める。

沿道敷地での住宅の建て替え等を考慮し、
建ぺい率や容積率を緩やかにする。

建物の敷地が狭くなりすぎないよう、
適切な敷地の最低限度を定める。

建物の用途の制限を緩やかにし、まちの魅力に
つながる商店などを建てやすくする。

建物の色彩の配慮や派手な看板を
出さないなどのルールを定める。

火災に強い建物にするよう、
耐火性の高い建物とする。

生垣などの連続した緑化の専用スペースを放射５号線
沿いに確保し、玉川上水の緑地の魅力をまちに広げる。

放射５号線から一定の距離で建物を後退
させて、ゆとりあるスペースをつくる。

その他

無回答

中高層建物の共同住宅や商店、
事務所などが混在するまち

27件

5.1%

中層建物の住宅、共同住宅や日
常生活に必要な商店、事務所な
どが混在するまち

101 件

19.2％

中層建物の住宅、共同住宅
中心で、日常生活に必要な
小規模商店が点在するまち

128 件
24.3％

戸建住宅中心の
低層住宅地
242 件
46％

その他
11件

2.1％

無回答
１７件
３.2％

その他：・静かで空気がきれいなまち
・落ちつけるまち
・みどり豊かな町の魅力を感じながら、気持ち良く散歩ができるまち
・車でなく歩行者優先のまち
・自然の残る、クリーンなまち（公害（騒音・空気汚染）がないまち）
・住民同士の交流が持てるまち、盛んなまち
・鳥やその他の動物にも住みやすいまち
・１次、２次、３次産業があり、その中心部分に住宅地があるまち

その他：・手つかずの自然が残っているまち
・大規模商業施設の誘致を検討すべきである（特に放５南側）
・高齢者、障害者、乳幼児が住みやすいまち
・中心部分は低層でも、主要道路沿いは制限をゆるくする
・車の通行量が少なく、安全で排気ガスの少ないまち

その他：・
・

その他：
・閑静な住宅街
・今の樹木をこれ以上切らな
いでほしい
・歩行者にとって安全で住み
やすいまち
・防音効果のあるまち
・自然が多く、環境が汚染さ
れないまち
・現状に近いまち
・小売店の多いまち
・病院、コンビニ、スーパー
などが揃った生活しやすい
まち

その他：・道路の横に、所々、畑もあったほうがよい
・ゆったり歩けるような歩道をつくってほしい
・玉川上水の景観を維持する
・家々の周りに木々を茂させ、花壇は花でいっぱいにしたい
・ファストフード店やコンビニなどは制限すべきだ
・放射５号線北側は日照の点から高さ制限は現行以下の高さとし、
低層のみとすべき
・第一種低層住居専用地域の用途地域のままにしてほしい
・あまり制限を設けて土地の利用価値を下げない方が良い

その他：・

（件）

問 3-1 の望ましいまちを実現させるためには、どの
ようなまちづくりのルールが必要だと思いますか。

「まちづくり構想」では、用途地域を緩やかにした
場合には、玉川上水や沿道の住環境への影響を考慮
して、建物の最高高さの制限を定めることが提案さ
れています。まちの将来を考える上で、放射５号線
沿道地区の建物の高さのルールはどのように定める
のがよいと思いますか。

内容は、まちづくり推進課地区計画係にて閲覧ができます。

について

３

その他

無回答

道路については、災害時に円滑に緊急
できる幅員６ｍ程度の拡幅整備を行う。

幅員が４ｍに満たない狭い道路の
拡幅整備を進める。

建物の敷地が狭くなりすぎないよう、
適切な敷地の最低限度を定める。

火災に強い建物にするよう、耐火性の
高い建物とする。

建物の色彩などの制限を定める。

から一定の距離で建物を後退させて、
ゆとりあるスペースをつくる。

などの連続した緑化の専用スペースを
道路沿いに確保する。

建替えに備え、２世帯住宅も可能な
床面積が確保できるようにする。

防ぐため、ブロック塀や石塀などの
高さを制限する。

208(39.5％)

216(41.1％)

187(35.6％)

212(40.3％)

178(33.8％)

285(54.2％)108(20.5％)

218(41.4％)

147(27.9％)

20(3.8％)

15(2.9％)

（件）

現在よりは高く建てられる
ようにし、制限は設けない。

23 件
4.4％

その他
8 件
1.5％

無回答
14件
2.7％

現在と同じ１０ｍ
（概ね３階程度）の
ままとする。
338 件
64.3％

現在よりは高く建てられるように
するが、玉川上水沿いの樹木高さ
を参考に制限を設ける。
143 件
２7.2％

・日照の視点から容積率の緩和に反対
・防災の視点から隣地との距離を最低２ｍ確保させる

・２階建てまで
・現在より高く建てられるようにし、主要道路に準じた制限
を設ける
・杉並区景観計画と整合を図るのが良い
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問 4-1 大規模敷地地区のまちが、将来どのようなまちになることが望ましいと思いますか。

問 4-2 問 4-1 の望ましいまちを実現させるためには、大規模敷地地区にどのようなまちの
ルールが必要だと思いますか。

調査期間 平成24年11月 30

調査対象 地区内にお住いの方、

実施方法 地区内居住者；現地投函

配布数 2,260 部（地区内；1,8

回収数 526部

その他にも自由記述欄等ではたくさんのご意見をいただき、ありがとうございました。
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アンケート調査概要

周辺住宅地区

205(39.0％)

224(42.6％)

237(45.1％)

314(59.7％)

16(3.0％)

15(2.9％)

403(76.6％)

242(46.0％)

219(41.6％)

332(63.1％)

247(47.0％)

17(3.2％)

15(2.9％)

４

（件）

（件）

震災時に建物の倒壊や火災の広がりが
起きにくい、災害に強いまち

生活に必要な道路整備が行われ、交通事故の
少ない安全なまち

まちなみの調和が取れた美しい景観に
配慮されたまち

みどり豊かで公共的な空間のゆとりがあるまち

その他

無回答

問 5-1 土地・建物の所有状況について 問 5-2 所有している建物について

その他：・若者を増やし、活性化させ、コミュニティがあるまち

・静かな住環境が将来も守られるまち

火災に強い建物にするよう、耐火性の高い建物とする。

建物の敷地が狭くなりすぎないよう、適切な敷地の
最低限度を定める。

建物の色彩の配慮や派手な看板を出さないなどの
ルールを定める。

その他

大規模敷地の周囲の道路沿いには歩行者用のスペースや
緑地のスペースを確保する。

生垣などの連続した緑化の専用スペースを道路沿いに確保する。

無回答

その他：・大規模商業施設の出店を制限する

・通過交通が入ってこない交通ルールや交通制限を設ける

土地・建物ともに自己所有
（区分所有や共有を含みます）

361 件
68.6％

土地・建物は
持っていない
124 件
23.6％

建物のみ所有
（土地を借りている）
15件
2.9％

土地のみ所有
（土地を貸している）

4件
0.8％

土地のみ所有（駐車場な
どに自己活用している）

8件
1.5％

無回答
14 件
2.7％

５．回答者の属性について

住宅（共同住宅を含む）と
店舗・事務所等の併用建物

24 件
4.6％

店舗・事務所等
のみの建物
5件
1.0％

その他
6件
1.1％

無回答
13件
2.5％

戸建住宅
279 件
53.0％

共同住宅
198 件
37.6％

協力いただきありがとうございます。

２２年７月に「玉川上水・放５周辺（久我山地区）まちづ

杉並区に提案されました。「まちづくり構想」では、建物の建て

されています。

示すまちづくりの計画を策定し、まちづくりのルール（地

検討したいと考えております。

方や地区内に土地・建物をお持ちの方を対象として、まち

のためのアンケート調査を実施しました。このたび、集計結果がま

頁参照）。

、当地域のまちづくりの計画の策定について検討を進めて

まちづくりの進捗状況をお伝えしていきます。

まちづくり構想は杉並区公式ホームページでご覧いただけます。

＞区政資料＞計画＞まちづくり・住宅＞放射５号線周辺まちづくり

協力、ありがとうございました！
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周辺

30日（金）～12 月14日（金）

、地区内に土地・建物をお持ちの方

現地投函、郵送回収 地区外居住者；郵送配布、郵送回収

1,897部、地区外；363部）

回収率 23.3％
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